
　諏訪市議会では、市民の代表として、市民にとっ
て魅力ある議会をつく

る必要があると考え、市議会の現状と課題につい
て市民と双方向のコミュ

ニケーションを深め、主体的・持続的な議会改革を
進めるとともに、行政監

視・政策提起能力の強化、政務活動費の適正な執
行に努めています。併せ

て、社会のデジタル化に対応した議会運営の高度
化・効率化を目指し、議会

に対する市民の理解と信頼の向上に取り組んでお
ります。そのためには、諏

訪市議会が市政に対して、議論を深め、将来に対
して責任をもって議決す

る等、地方議会の活性化に向けて進めてまいります
。

▲「視線」 諏訪二葉高等学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
　　　　　　　 TEL.FAX.0266-53-0261（直通） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp
●発行：諏訪市議会 ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www/city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

　　定例会は、　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。
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諏訪市公式LINEで議会だよりを配信します！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
みましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１１2ch）で生中継していていま
す。また代表・一般質問の映像は定例会
終了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画一
覧ページに移動しますので、ぜひご覧く
ださい。また、本会議の会議録は、図書
館、市役所ロビー、ホームページ、議会事
務局で閲覧することができます。

請願・陳情を出しましょう！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見や要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　 までです。
　提出方法など、詳しくはお問い合わせ
　ください。
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諏訪大社にて 意見交換会

委嘱状の交付

当日の詳しい
様子は
こちらから

取手市役所にて

取手市
茨城県

台東区
東京都

諏訪市議会「議会改革アドバイザー」の
委嘱状を交付

　諏訪市議会の「議員のさらなる資質向上と市民のための議会改革の実現」を目指し、令和6年5
月10日、茨城県取手市役所にて中村修市長同席のもと、同市総務部情報管理課長の岩﨑弘宜
(いわさきひろまさ)氏に「議会改革アドバイザー」の委嘱状を交付しました。
　岩﨑氏は、長野県のご出身で、議会改革度ランキング2020・2021の2年連続、総合全国第１位
を獲得した取手市議会前事務局次長です。
　これから、岩﨑アドバイザーのお力をお借りし、さらなる議会改革に取り組んでまいります。

友好都市の台東区議会議員が
表敬訪問

　5月１３日、14日に諏訪市と友好都市を結んでいる東京都台東区より髙森喜美子議長と１期目、２
期目の議員１５名が諏訪市議会を表敬訪問されました。
　台東区は昭和３５年に霧ヶ峰に区立少年自然の家を所有し５９年に林間学校「霧ヶ峰学園」が完
成。これを契機に友好を深めたいと台東区側から申し出があり友好都市の提携をし交流を深めて
きました。
　コロナ禍で前回の令和２年は中止となったことから、今回８年ぶりの交流となりました。
　懇談では両議会の状況が報告され、観光インバウンドの様子や議会だよりの工夫などについて
意見交換を行いました。

●議員議案第２号…義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書の提出について
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× 継続
審査

・令和５年度諏訪市一般会計繰越明許費繰越計算書について
・令和５年度諏訪市下水道事業会計予算繰越計算書について
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
・諏訪市等公平委員会委員の選任について
・専決処分の承認を求めるについて（令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第12号））
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市税条例の一部改正について）
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市都市計画税条例の一部改正について）
・専決処分の承認を求めるについて（諏訪市国民健康保険税条例の一部改正について）
・専決処分の承認を求めるについて（令和６年度諏訪市一般会計補正予算（第１号））
・専決処分の承認を求めるについて（令和６年度諏訪市一般会計補正予算（第２号））
・諏訪市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する条例の一部改正について
・諏訪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
・諏訪市企業版ふるさと納税基金条例の一部改正について
・諏訪市福祉医療費給付金条例の一部改正について
・諏訪市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
・財産の取得について
・令和６年度諏訪市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
・義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書
・さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保を求める陳情書
・「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情書
・意見書の提出について（義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書）
・意見書の提出について（３０人規模学級推進と教員増のための教育予算確保を求める意見書）
・意見書の提出について（「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書）

■報　告……

■同　意……
■承　認……

■議　案……

■陳　情……

■議員議案…

◎全会一致で可決等された議案等

◎全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧

●議員議案第３号…30人規模学級推進と教員増のための教育予算確保を求める意見書の提出について

●議員議案第４号…「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を
　　　　　　　　　求める意見書の提出について

賛成…○　反対…×　態度保留、賛否の意思を示さず退出…―　　　なお、議長（横山真）は、採決には加わりません。

※継続審査についてはP7用語解説へ○請願第1号については社会文教委員会の審査結果に基づき採決しました。

諏訪市水道事業給水条例の一部改正について
令和６年度諏訪市一般会計補正予算（第３号）
令和６年度諏訪市水道事業会計補正予算（第１号）
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げ
の再改定を早急に行うことを求める請願書
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議員議案

令和6年 第２回（6月）定例会  審議結果
議会TOPICS①

両院議長、内閣総理大臣、所轄担当大臣などに対し、30人規模学級推進と複式学級の学級定員の引き下げ
及び教員基礎定数算出に用いる「係数」を改善することを求めるもの。

長野県知事、長野県議会議長に対し、へき地手当及びへき地手当に準じる手当の支給率について、都市部
との格差が拡大している実情を十分把握しつつ、近隣県との均衡を勘案し、2005年度以前の水準に戻す
ことを求めるもの。

両院議長、内閣総理大臣、所轄担当大臣に対し、義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に
復元するなど拡充することを求めるもの。
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総務産業委員会♦6月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／藤森 靖明】
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計
は
。
㋺

令
和
５
年
度
末
で
、
約
20
億
２
２
０

０
万
円
、
令
和
６
年
度
の
見
込
み
と
し

て
は
、
約
18
億
４
０
０
万
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
地
域
活

動
助
成
事
業
の
い
ず
れ
も
助
成
金
が
採

択
さ
れ
る
前
に
資
金
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
㋩

助
成
事
業
に
申
請
し
て
も
必
ず
し
も

採
択
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
助
成
金

が
採
択
さ
れ
な
く
て
も
事
業
を
実
施
す

る
前
提
で
申
請
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

議案審査社会文教委員会♦6月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／近藤 一美】

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。　△は減額補正です。

児童手当制度の改正に伴う人事給与システム改修委託料㋑
財政調整基金積立金㋺

定額減税の実施に伴う調整給付の給付金
市内要望箇所による道路舗装新設修繕事業費
道路改良事業費（河川費の自然災害防止事業費〈下段〉へ）
自然災害防止事業費

（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業及び（公財）長野県
市町村振興協会の地域活動助成事業の採択に伴う事業費㋩

■6月定例会 補正予算（議案第36号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費 7億8,879万5千円

128万7千円
3億8,000万円

3億5,600万円
300万円

△5,000万円
1億3,000万円

2,300万円

8,800万円土木費

補正額

議案審査
　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
に

つ
い
て
、
今
回
の
給
付
金
は
プ
ッ
シ
ュ

型
で
は
な
く
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
や
り
方
か
。
㋑

今
回
は
新
た
な
非
課
税
世
帯
、
過
去

に
給
付
金
を
受
給
し
た
こ
と
が
な
い
人

が
対
象
と
な
り
、
口
座
情
報
を
持
っ
て

い
な
い
た
め
、
確
認
書
の
よ
う
な
形
で

出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

衛
生
費
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
に
つ
い
て
、
単
価
と
人
数
の

概
算
は
。
㋺

単
価
は
国
で
示
さ
れ
た
内
容
を
も
と

に
勘
案
し
、
９
０
０
０
人
分
を
見
込
み

計
上
し
た
。

教
育
費
の
城
南
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
全
て
の
照
明
が
対
象
か
。
㋩

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
も
含
め
、

全
て
の
照
明
が
対
象
で
あ
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

は
ど
こ
を
調
査
す
る
の
か
。
㋥

実
施
設
計
を
行
う
中
で
必
要
が
生
じ

れ
ば
調
査
を
し
て
い
く
。
予
算
上
は
10

か
所
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
昨
年
28
億
円
か
ら
今
年
39
億
円

と
１
年
で
約
10
億
円
も
高
く
な
り
、
報

告
会
も
開
催
は
し
て
い
る
が
参
加
人
数

も
少
な
く
、
反
対
意
見
も
届
い
て
い
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
自
体
が
必
要
で
守
る
べ

き
も
の
な
の
か
、
新
し
い
施
設
を
作
る

べ
き
な
の
か
考
え
て
ほ
し
い
た
め
反
対
。

　
　
　
基
本
設
計
の
と
き
に
市
民
の
意
見

を
聞
い
た
結
果
、39
億
円
と
な
っ
た
。我
々

議
員
も
市
民
か
ら
負
託
を
得
て
当
選
し
て

お
り
、
そ
の
後
地
元
で
話
を
し
た
と
き
に

も
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
た
め
賛
成
。

　
生
涯
学
習
課
に
関
す
る
予
算
㋥
は
可

否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に
よ
り
可
決
。

　
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
可
決
。

　
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
で
、

４
月
か
ら
訪
問
介
護
費
の
基
本
報
酬
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
怒
り
、
不
安

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
介
護
人
材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難

に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
訪
問
介
護
費

の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き

上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を

求
め
る
。

処
遇
改
善
加
算
を
受
け
る
こ
と
は
厳

し
い
の
か
。

条
件
面
等
で
厳
し
い
。

賃
金
を
上
げ
れ
ば
人
手
不
足
を
解
消

で
き
る
と
考
え
る
か
。

賃
金
が
安
い
た
め
人
が
来
な
い
と
考

え
る
。
働
い
て
い
る
職
員
も
賃
金
の
高

い
方
へ
流
れ
、
離
職
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
で
少

し
で
も
人
は
集
ま
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
今
後
の
国
の
改
善
政
策
の

内
容
・
動
向
を
確
認
す
る
中
で
、
私
た

ち
の
今
後
の
対
応
は
変
わ
る
と
思
う
。

勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

　
　
　
現
場
の
状
況
を
考
え
る
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
。
実
際
に

賃
金
が
高
い
業
種
へ
移
っ
て
し
ま
い
、
人

手
が
減
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
行
う
べ
き
で
あ
り
採
択
と
す
べ
き
。

　「
継
続
審
査
に
す
べ
き
」
と
の
こ
と
に

つ
い
て
、
可
否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に

よ
り
継
続
審
査
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

物価高騰対応重点支援給付金給付事業費㋑
子育て世帯加算給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症が定期接種のＢ類疾病に位置づけら
れたことに伴い、秋以降にワクチン接種開始するための事業費㋺

■6月定例会 補正予算（議案第36号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費  1億3,045万4千円

衛生費  1億854万9千円

1億570万7千円
1,704万7千円

豊田小学校放課後児童クラブへのエアコン設置工事費 949万2千円

1億854万9千円
市内３小学校（上諏訪・豊田・湖南）の特別教室等へのエアコン
設置工事・城南小学校の照明ＬＥＤ化工事に係る事業費㋩ 1億5,582万9千円

文化センター改修事業の実施設計を行うための事業費㋥ 4,703万7千円

豊田地区公民館北有賀分館の全部改築及び
湖南地区田辺分館のバリアフリー化改修に係る補助金 832万6千円

2億2,068万4千円教育費

補正額

議
案
第
36
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
33
号
諏
訪
市
水
道
事
業

給
水
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

討
論

討
論

討
論

採
決
の
結
果

請
願
の
趣
旨

採
決
の
結
果

問答

問答

問問問 答問問答答 答答

問答

反
対

反
対

継
続
審
査

賛
成

賛
成

採
択 議

案
第
36
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

問問問 答答答問答

可決

可決

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

請
願
第
１
号
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書

継続
審査
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総務産業委員会♦6月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／藤森 靖明】

　
給
水
収
益
の
減
少
や
物
価
高
騰
の
影

響
に
よ
っ
て
、
今
後
経
営
が
厳
し
く
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
諏

訪
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
諏
訪
市

公
営
企
業
運
営
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

踏
ま
え
、
平
均
改
定
率
16.

79
％
の
水
道

料
金
の
改
定
を
行
い
、
本
年
10
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
も
の
。

今
回
の
改
定
率
は
過
去
最
高
か
。

昭
和
35
年
か
ら
９
回
の
改
定
が
あ
っ

た
が
、
４
番
目
と
な
る
。

令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い
た
改
定

を
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
経
済
状
況
な
ど
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
考
え
て
延
期
し

た
。
今
回
改
定
を
行
う
の
は
、
市
民
生

活
へ
及
ぼ
す
影
響
が
改
善
さ
れ
た
と
の

認
識
か
。

令
和
５
年
度
と
比
べ
る
と
若
干
改
善

し
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
経
済
状
況
が

市
民
生
活
へ
及
ぼ
す
影
響
は
改
善
し
た

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
令
和

７
年
度
に
水
道
事
業
の
収
支
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
事

業
の
継
続
性
が
危
う
く
な
る
こ
と
を
考

え
る
と
、今
回
改
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

改
定
し
て
も
、諏
訪
市
の
水
道
料
金

は
県
下
19
市
の
中
で
最
も
安
く
、
市
町
村

の
中
で
は
安
い
方
か
ら
２
番
目
か
。

そ
の
と
お
り
。

　
　
賃
上
げ
し
て
も
現
在
の
物
価
高
騰

に
追
い
つ
か
ず
、
市
民
生
活
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
令
和
５
年
度
は

市
民
生
活
を
考
慮
し
10
％
程
度
の
料
金

改
定
を
予
定
し
て
い
た
が
見
送
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
そ
れ
以
上
の
改
定
率

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の
改
定
で

は
、
基
本
料
金
に
重
き
が
置
か
れ
て
お

り
、
使
用
量
が
少
な
い
人
の
負
担
が
重

い
。
市
民
生
活
を
考
慮
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、
料
金
改
定
に
反
対
。

　
　
　
今
回
の
改
定
率
が
、
令
和
５
年

度
で
予
定
し
て
い
た
改
定
率
よ
り
大
き

い
の
は
、
物
価
高
騰
等
、
社
会
情
勢
を

鑑
み
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
水
道
事
業
が
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
ま
た
、
経
年
管
・
老
朽
管
の
布
設

替
え
を
進
め
て
お
か
な
け
れ
ば
、
災
害

時
に
水
の
供
給
が
困
難
に
な
っ
て
く

る
。
財
源
確
保
の
た
め
に
も
料
金
改
定

は
理
解
で
き
る
た
め
賛
成
。

　
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

児
童
手
当
制
度
の
見
直
し
及
び
拡
充

に
お
い
て
、
対
象
に
な
る
職
員
の
人
数

は
。
㋑旧

制
度
の
対
象
者
が
現
在
１
３
０
名

で
影
響
が
あ
る
職
員
は
37
名
。
新
制
度
で

新
た
に
対
象
と
な
る
職
員
は
26
名
。

財
政
調
整
基
金
の
合
計
は
。
㋺

令
和
５
年
度
末
で
、
約
20
億
２
２
０

０
万
円
、
令
和
６
年
度
の
見
込
み
と
し

て
は
、
約
18
億
４
０
０
万
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
地
域
活

動
助
成
事
業
の
い
ず
れ
も
助
成
金
が
採

択
さ
れ
る
前
に
資
金
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
㋩

助
成
事
業
に
申
請
し
て
も
必
ず
し
も

採
択
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
助
成
金

が
採
択
さ
れ
な
く
て
も
事
業
を
実
施
す

る
前
提
で
申
請
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
全
会
一
致
可
決
。

議案審査社会文教委員会♦6月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
【委員長／近藤 一美】

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。　△は減額補正です。

児童手当制度の改正に伴う人事給与システム改修委託料㋑
財政調整基金積立金㋺

定額減税の実施に伴う調整給付の給付金
市内要望箇所による道路舗装新設修繕事業費
道路改良事業費（河川費の自然災害防止事業費〈下段〉へ）
自然災害防止事業費

（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業及び（公財）長野県
市町村振興協会の地域活動助成事業の採択に伴う事業費㋩

■6月定例会 補正予算（議案第36号 ※総務産業委員会付託分）
主な内容項  目

総務費 7億8,879万5千円

128万7千円
3億8,000万円

3億5,600万円
300万円

△5,000万円
1億3,000万円

2,300万円

8,800万円土木費

補正額

議案審査
　
主
な
内
容
は
別
表
の
と
お
り
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
に

つ
い
て
、
今
回
の
給
付
金
は
プ
ッ
シ
ュ

型
で
は
な
く
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
や
り
方
か
。
㋑

今
回
は
新
た
な
非
課
税
世
帯
、
過
去

に
給
付
金
を
受
給
し
た
こ
と
が
な
い
人

が
対
象
と
な
り
、
口
座
情
報
を
持
っ
て

い
な
い
た
め
、
確
認
書
の
よ
う
な
形
で

出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

衛
生
費
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
に
つ
い
て
、
単
価
と
人
数
の

概
算
は
。
㋺

単
価
は
国
で
示
さ
れ
た
内
容
を
も
と

に
勘
案
し
、
９
０
０
０
人
分
を
見
込
み

計
上
し
た
。

教
育
費
の
城
南
小
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
全
て
の
照
明
が
対
象
か
。
㋩

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
も
含
め
、

全
て
の
照
明
が
対
象
で
あ
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

は
ど
こ
を
調
査
す
る
の
か
。
㋥

実
施
設
計
を
行
う
中
で
必
要
が
生
じ

れ
ば
調
査
を
し
て
い
く
。
予
算
上
は
10

か
所
と
し
て
計
上
し
て
あ
る
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
昨
年
28
億
円
か
ら
今
年
39
億
円

と
１
年
で
約
10
億
円
も
高
く
な
り
、
報

告
会
も
開
催
は
し
て
い
る
が
参
加
人
数

も
少
な
く
、
反
対
意
見
も
届
い
て
い
る
。

文
化
セ
ン
タ
ー
自
体
が
必
要
で
守
る
べ

き
も
の
な
の
か
、
新
し
い
施
設
を
作
る

べ
き
な
の
か
考
え
て
ほ
し
い
た
め
反
対
。

　
　
　
基
本
設
計
の
と
き
に
市
民
の
意
見

を
聞
い
た
結
果
、39
億
円
と
な
っ
た
。我
々

議
員
も
市
民
か
ら
負
託
を
得
て
当
選
し
て

お
り
、
そ
の
後
地
元
で
話
を
し
た
と
き
に

も
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
た
め
賛
成
。

　
生
涯
学
習
課
に
関
す
る
予
算
㋥
は
可

否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に
よ
り
可
決
。

　
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
可
決
。

　
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
で
、

４
月
か
ら
訪
問
介
護
費
の
基
本
報
酬
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
怒
り
、
不
安

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
介
護
人
材
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難

に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
訪
問
介
護
費

の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き

上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を

求
め
る
。

処
遇
改
善
加
算
を
受
け
る
こ
と
は
厳

し
い
の
か
。

条
件
面
等
で
厳
し
い
。

賃
金
を
上
げ
れ
ば
人
手
不
足
を
解
消

で
き
る
と
考
え
る
か
。

賃
金
が
安
い
た
め
人
が
来
な
い
と
考

え
る
。
働
い
て
い
る
職
員
も
賃
金
の
高

い
方
へ
流
れ
、
離
職
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
で
少

し
で
も
人
は
集
ま
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
今
後
の
国
の
改
善
政
策
の

内
容
・
動
向
を
確
認
す
る
中
で
、
私
た

ち
の
今
後
の
対
応
は
変
わ
る
と
思
う
。

勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
継
続
審
査
と
す
べ
き
。

　
　
　
現
場
の
状
況
を
考
え
る
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
。
実
際
に

賃
金
が
高
い
業
種
へ
移
っ
て
し
ま
い
、
人

手
が
減
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
行
う
べ
き
で
あ
り
採
択
と
す
べ
き
。

　「
継
続
審
査
に
す
べ
き
」
と
の
こ
と
に

つ
い
て
、
可
否
同
数
、
委
員
長
裁
決
に

よ
り
継
続
審
査
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

物価高騰対応重点支援給付金給付事業費㋑
子育て世帯加算給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症が定期接種のＢ類疾病に位置づけら
れたことに伴い、秋以降にワクチン接種開始するための事業費㋺

■6月定例会 補正予算（議案第36号 ※社会文教委員会付託分）
主な内容項  目

民生費  1億3,045万4千円

衛生費  1億854万9千円

1億570万7千円
1,704万7千円

豊田小学校放課後児童クラブへのエアコン設置工事費 949万2千円

1億854万9千円
市内３小学校（上諏訪・豊田・湖南）の特別教室等へのエアコン
設置工事・城南小学校の照明ＬＥＤ化工事に係る事業費㋩ 1億5,582万9千円

文化センター改修事業の実施設計を行うための事業費㋥ 4,703万7千円

豊田地区公民館北有賀分館の全部改築及び
湖南地区田辺分館のバリアフリー化改修に係る補助金 832万6千円

2億2,068万4千円教育費

補正額

議
案
第
36
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
33
号
諏
訪
市
水
道
事
業

給
水
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

討
論

討
論

討
論

採
決
の
結
果

請
願
の
趣
旨

採
決
の
結
果

問答

問答

問問問 答問問答答 答答

問答

反
対

反
対

継
続
審
査

賛
成

賛
成

採
択 議

案
第
36
号
令
和
６
年
度
諏
訪

市一般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

可決

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

問問問 答答答問答

可決

可決

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

請
願
第
１
号
訪
問
介
護
費
の

引
き
下
げ
撤
回
と
、介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
求
め
る
請
願
書

継続
審査
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用　語　解　説

通話の仕組み

諏訪湖祭湖上花火大会のナイヤガラ

♦各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。 掲載内容は、主な質問と答弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

宮
城
県
が
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

「
孫
休
暇
」
制
度
を
、
全
国
の
自
治
体

で
初
め
て
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

祖
父
母
も
娘
た
ち
の
出
産
の
際
に
最
大

２
日
、
孫
の
世
話
の
た
め
に
最
大
５
日

の
休
暇
を
有
給
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
核
家
族
化
に
な

り
、
子
育
て
の
負
担
は
母
親
が
重
き
を

担
っ
て
い
る
。
今
は
父
親
も
子
育
て
を

担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
で

も
手
が
足
り
な
い
、
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
状
況
が
あ
る
。
子
育
て
し
や
す
い

諏
訪
市
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
孫
休
暇

制
度
を
導
入
し
て
は
い
か
が
か
。

核
家
族
化
や
夫
婦
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
伴
い
、
男
性
の
育
児
参
加
に
加

え
、
祖
父
母
に
よ
る
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
育
児
に
関
係
す
る
者
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
。
孫
休
暇

を
取
得
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
50
歳

代
は
、
管
理
職
に
就
く
職
員
が
多
く
、

役
職
を
持
つ
職
員
が
率
先
し
て
育
児
に

参
加
す
る
た
め
に
休
暇
を
取
得
す
る
こ

と
が
、
若
い
世
代
の
職
員
に
と
っ
て
休

み
を
取
得
し
や
す
く
な
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
予
想
さ
れ
る
。
孫
休
暇
の
導
入

に
は
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で

導
入
に
関
し
て
検
討
す
る
。

昨
年
12
月
の
定
例
会
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
第
１
子
が
入
園
し
て
い
る
場

合
、
未
満
児
の
第
２
子
の
保
育
料
が
減

免
さ
れ
る
が
、
第
１
子
が
卒
園
し
た
場

合
、
第
２
子
で
あ
っ
て
も
第
１
子
と
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
、
減
免
の
対
象
と
な
ら
な

く
な
る
。

　
県
が
本
年
度
、
対
策
に
動
い
た
。
こ
れ

を
受
け
、
第
２
子
の
減
免
は
い
か
が
か
。

当
該
補
助
は
県
が
市
町
村
と
共
同
し

て
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
補
助

制
度
の
対
象
と
し
て
減
免
さ
れ
る
額
に

対
し
て
、
原
則
、
県
が
1/2
を
負
担
し
、

残
り
の
1/2
は
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん
だ
場

合
、
当
市
の
負
担
額
は
年
間
で
約
１
千

万
円
を
試
算
す
る
が
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
は
最
優
先
策
で
あ
り
、
様
々

な
方
面
か
ら
子
育
て
を
一
緒
に
支
え
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
当
市
で
は

今
年
度
４
月
ま
で
遡
っ
て
調
整
す
る
。

詳
細
は
事
務
の
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ

で
、
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
。電

話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
聴
覚

や
発
話
に
困
難
の
あ
る
人（
き
こ
え
な
い

人
）と
、き
こ
え
る
人（
聴
覚
障
が
い
者

等
以
外
の
人
）と
の
会
話
を
通
訳
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
「
手
話
」ま
た
は「
文
字
」と

「
音
声
」を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電

話
で
即
時
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
日
常
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
上
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

考
え
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可

能
な
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
の
手
段
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
で
は
社
会
福
祉
課
窓
口
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

広
報
す
わ
６
月
号
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
」
記
事
と
し
て
紹
介
し
た
。
今

後
、
広
く
周
知
を
進
め
る
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
毎

年
作
成
し
て
い
る
「
障
が
い
者
福
祉
の

し
お
り
」
に
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
た
い
。

新
政
す
わ

市
民
第
一

孫
休
暇
制
度
の
導
入
は

い
か
が
か

導
入
に
関
し
て
検
討
す
る

小山 博子

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
は

今
後
、広
く
周
知
を

進
め
て
い
く

未
満
児
の
第
２
子
の
保
育

料
減
免
は
い
か
が
か

今
年
度
４
月
に
遡
っ
て

調
整
す
る

代表質問
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
に
絶
対
反
対
す

る
市
民
の
声
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
ど
う
考
え
る
の
か
。

反
対
の
声
の
う
ち
、
改
修
を
行
わ
な

い
こ
と
に
関
し
て
は
反
映
で
き
な
い
。

登
録
有
形
文
化
財（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

の
改
修
が
必
要
か
全
市
民
に
問
う
べ
き
。

若
い
世
代
へ
も
大
き
な
関
心
を
生
む
住

民
投
票
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

住
民
投
票
で
は
な
く
、
市
民
の
負
託

を
受
け
た
市
議
会
に
て
事
業
実
施
や
予

算
等
判
断
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
建
屋
と
設
備
及
び
パ
ー
ク
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業※

を
参
考
に
、
市
庁
舎
・
多
機

能
体
育
館
と
災
害
時
避
難
所
機
能
を
有

す
る
新
施
設
を
提
案
。
興
行
で
稼
げ
る

諏
訪
の
街
を
潤
し
楽
し
い
未
来
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

下
段
用
語
解
説
へ

諏
訪
湖
祭
湖
上
花
火
大
会
の
大
と
り

で
も
あ
り
長
年
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て

い
る
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
を
今
年
度
も
や

ら
な
い
理
由
は
。

打
ち
上
げ
設
備
を
設
置
す
る
環
境
が

整
わ
ず
、
物
価
高
と
人
件
費
高
騰
の
影

響
で
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
は
で
き
な
い
。

　
　
　
諏
訪
湖
の
花
火
の
代
名
詞
ナ
イ

ヤ
ガ
ラ
は
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

改
修
反
対
の
市
民
の
声
の

扱
い
と
住
民
投
票
は

反
対
の
声
は
、反
映
で
き

な
い
。住
民
投
票
で
は

な
く
、市
議
会
で
判
断
を

森山 博美

今
後
の
諏
訪
湖
祭

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
に
つ
い
て
は

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
は

で
き
な
い

要
望

要
望

※

お
詫
び…

議
会
だ
よ
り
96
号
13
ペ
ー
ジ
、表
の
市
長
手
取
退
職
金
額
約
１
２
５
０
万
円
の

　「
万
」が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
育
て
支
援

福
祉
支
援

問問問

問

問

答答

問答

答
問答市

文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

問答

問答

問答

花
火
大
会

問答

答

答

継続審査とは…（3P.賛否一覧）

とは…（7P.１段目）PFI事業
民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新
や維持管理・運営を行う公共事業の手法。地方公共団体が発注者の公共事業となる。
正式名称を、Private Finance Initiative と言い、頭文字をとってPFIと呼ばれている。

議会の会議に付せられた議案等の事件の審査が当該会期中に終了することが困難な場合
に、本会議の議決を経て、付託された委員会が閉会中も引き続いて審査を行うこと。

スマートコンポストとは…（10P.4段目）
（株）komham(コムハム)が展開する微生物群「コムハム」による有機性廃棄物の分解処理
技術を用いた生ごみ処理機。

KPIとは…（9P.2段目）
重要業績評価指標と呼ばれており、設定した目標に対してある時点での達成度を測るため
の指標のこと。正式名称を、Key Performance Indicator と言い、頭文字をとってKPIと
呼ばれている。
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諏訪湖祭湖上花火大会のナイヤガラ
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宮
城
県
が
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

「
孫
休
暇
」
制
度
を
、
全
国
の
自
治
体

で
初
め
て
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

祖
父
母
も
娘
た
ち
の
出
産
の
際
に
最
大

２
日
、
孫
の
世
話
の
た
め
に
最
大
５
日

の
休
暇
を
有
給
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
核
家
族
化
に
な

り
、
子
育
て
の
負
担
は
母
親
が
重
き
を

担
っ
て
い
る
。
今
は
父
親
も
子
育
て
を

担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
で

も
手
が
足
り
な
い
、
助
け
て
ほ
し
い
と

い
う
状
況
が
あ
る
。
子
育
て
し
や
す
い

諏
訪
市
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
孫
休
暇

制
度
を
導
入
し
て
は
い
か
が
か
。

核
家
族
化
や
夫
婦
共
働
き
世
帯
の
増

加
に
伴
い
、
男
性
の
育
児
参
加
に
加

え
、
祖
父
母
に
よ
る
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
育
児
に
関
係
す
る
者
が
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
。
孫
休
暇

を
取
得
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
50
歳

代
は
、
管
理
職
に
就
く
職
員
が
多
く
、

役
職
を
持
つ
職
員
が
率
先
し
て
育
児
に

参
加
す
る
た
め
に
休
暇
を
取
得
す
る
こ

と
が
、
若
い
世
代
の
職
員
に
と
っ
て
休

み
を
取
得
し
や
す
く
な
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
予
想
さ
れ
る
。
孫
休
暇
の
導
入

に
は
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で

導
入
に
関
し
て
検
討
す
る
。

昨
年
12
月
の
定
例
会
で
も
取
り
上
げ

た
が
、
第
１
子
が
入
園
し
て
い
る
場

合
、
未
満
児
の
第
２
子
の
保
育
料
が
減

免
さ
れ
る
が
、
第
１
子
が
卒
園
し
た
場

合
、
第
２
子
で
あ
っ
て
も
第
１
子
と
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
、
減
免
の
対
象
と
な
ら
な

く
な
る
。

　
県
が
本
年
度
、
対
策
に
動
い
た
。
こ
れ

を
受
け
、
第
２
子
の
減
免
は
い
か
が
か
。

当
該
補
助
は
県
が
市
町
村
と
共
同
し

て
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
補
助

制
度
の
対
象
と
し
て
減
免
さ
れ
る
額
に

対
し
て
、
原
則
、
県
が
1/2
を
負
担
し
、

残
り
の
1/2
は
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん
だ
場

合
、
当
市
の
負
担
額
は
年
間
で
約
１
千

万
円
を
試
算
す
る
が
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
は
最
優
先
策
で
あ
り
、
様
々

な
方
面
か
ら
子
育
て
を
一
緒
に
支
え
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
当
市
で
は

今
年
度
４
月
ま
で
遡
っ
て
調
整
す
る
。

詳
細
は
事
務
の
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ

で
、
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
。電

話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
聴
覚

や
発
話
に
困
難
の
あ
る
人（
き
こ
え
な
い

人
）と
、き
こ
え
る
人（
聴
覚
障
が
い
者

等
以
外
の
人
）と
の
会
話
を
通
訳
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
「
手
話
」ま
た
は「
文
字
」と

「
音
声
」を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電

話
で
即
時
双
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
。
日
常
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
上
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

考
え
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可

能
な
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
の
手
段
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
で
は
社
会
福
祉
課
窓
口
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

広
報
す
わ
６
月
号
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
」
記
事
と
し
て
紹
介
し
た
。
今

後
、
広
く
周
知
を
進
め
る
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
毎

年
作
成
し
て
い
る
「
障
が
い
者
福
祉
の

し
お
り
」
に
掲
載
す
る
こ
と
な
ど
を
検

討
し
た
い
。

新
政
す
わ

市
民
第
一

孫
休
暇
制
度
の
導
入
は

い
か
が
か

導
入
に
関
し
て
検
討
す
る

小山 博子

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
は

今
後
、広
く
周
知
を

進
め
て
い
く

未
満
児
の
第
２
子
の
保
育

料
減
免
は
い
か
が
か

今
年
度
４
月
に
遡
っ
て

調
整
す
る

代表質問
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
に
絶
対
反
対
す

る
市
民
の
声
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
ど
う
考
え
る
の
か
。

反
対
の
声
の
う
ち
、
改
修
を
行
わ
な

い
こ
と
に
関
し
て
は
反
映
で
き
な
い
。

登
録
有
形
文
化
財（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

の
改
修
が
必
要
か
全
市
民
に
問
う
べ
き
。

若
い
世
代
へ
も
大
き
な
関
心
を
生
む
住

民
投
票
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

住
民
投
票
で
は
な
く
、
市
民
の
負
託

を
受
け
た
市
議
会
に
て
事
業
実
施
や
予

算
等
判
断
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
建
屋
と
設
備
及
び
パ
ー
ク
は
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業※

を
参
考
に
、
市
庁
舎
・
多
機

能
体
育
館
と
災
害
時
避
難
所
機
能
を
有

す
る
新
施
設
を
提
案
。
興
行
で
稼
げ
る

諏
訪
の
街
を
潤
し
楽
し
い
未
来
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

下
段
用
語
解
説
へ

諏
訪
湖
祭
湖
上
花
火
大
会
の
大
と
り

で
も
あ
り
長
年
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て

い
る
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
を
今
年
度
も
や

ら
な
い
理
由
は
。

打
ち
上
げ
設
備
を
設
置
す
る
環
境
が

整
わ
ず
、
物
価
高
と
人
件
費
高
騰
の
影

響
で
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
は
で
き
な
い
。

　
　
　
諏
訪
湖
の
花
火
の
代
名
詞
ナ
イ

ヤ
ガ
ラ
は
ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

改
修
反
対
の
市
民
の
声
の

扱
い
と
住
民
投
票
は

反
対
の
声
は
、反
映
で
き

な
い
。住
民
投
票
で
は

な
く
、市
議
会
で
判
断
を

森山 博美

今
後
の
諏
訪
湖
祭

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
に
つ
い
て
は

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
花
火
は

で
き
な
い

要
望

要
望

※

お
詫
び…

議
会
だ
よ
り
96
号
13
ペ
ー
ジ
、表
の
市
長
手
取
退
職
金
額
約
１
２
５
０
万
円
の

　「
万
」が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
育
て
支
援

福
祉
支
援

問問問

問

問

答答

問答

答
問答市

文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

問答

問答

問答

花
火
大
会

問答

答

答

継続審査とは…（3P.賛否一覧）

とは…（7P.１段目）PFI事業
民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新
や維持管理・運営を行う公共事業の手法。地方公共団体が発注者の公共事業となる。
正式名称を、Private Finance Initiative と言い、頭文字をとってPFIと呼ばれている。

議会の会議に付せられた議案等の事件の審査が当該会期中に終了することが困難な場合
に、本会議の議決を経て、付託された委員会が閉会中も引き続いて審査を行うこと。

スマートコンポストとは…（10P.4段目）
（株）komham(コムハム)が展開する微生物群「コムハム」による有機性廃棄物の分解処理
技術を用いた生ごみ処理機。

KPIとは…（9P.2段目）
重要業績評価指標と呼ばれており、設定した目標に対してある時点での達成度を測るため
の指標のこと。正式名称を、Key Performance Indicator と言い、頭文字をとってKPIと
呼ばれている。
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代表質問●



掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。

かりんちゃんバス

一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

蓼
科
保
養
学
園
閉
園
後
、
新
た
な
健

康
教
育
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

が
、
タ
テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
の
継
承
と
は
共

同
生
活
と
共
有
体
験
、
共
食
・
運
動
・

規
則
正
し
い
生
活
、
一
定
期
間
に
親
か

ら
離
れ
て

の
生
活
と

認
識
し
て

い
る
。
今

後
の
タ
テ

シ
ナ
イ
ズ

ム
の
継
承

と
方
向
性

に
つ
い
て

市
の
考
え

は
。

蓼
科
保
養
学
園
は
共
同
生
活
と
共
有

体
験
に
よ
り
、
児
童
の
健
康
と
人
間
力

が
育
ま
れ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
タ

テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
を
継
承
し
、
現
代
の
環

境
や
育
ち
に
適
応
し
た
新
し
い
健
康
教

育
を
目
指
す
。
医
療
、
教
育
、
福
祉
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

早
急
に
報
告
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。都

市
計
画
道
路
「
神
戸
田
辺
線
」
の

整
備
の
現
状
は
。
ま
た
上
川
の
旧
飯
島

橋
跡
地
に
歩
道
橋
設
置
の
要
望
が
あ
る

が
市
の
考
え
は
。

平
成
23
年
か
ら
事
業
実
施
に
向
け
て

進
め
て
い
た
が
、
地
元
地
権
者
の
合
意

形
成
に
至
ら
ず
、
早
期
の
事
業
実
施
は

難
し
い
。
ま
た
、
歩
行
者
用
橋
梁
の
み

の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
建
設

に
は
数
億
円
規
模
の
費
用
が
必
要
と
な

る
が
、
利
用
者
が
歩
行
者
や
自
転
車
に

限
定
さ
れ
、
事
業
実
施
の
判
断
基
準
と

な
る
費
用
便
益
比
が
低
く
、
建
設
は
難

し
い
と
考
え
る
。

タ
テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
の

継
承
と
方
向
性
は

医
療
、教
育
、福
祉

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、取
り
組
む

伊藤 浩平

旧
飯
島
橋
跡
地
に
歩
道
橋

設
置
の
要
望
が
あ
る
が

費
用
便
益
比
が
低
く

難
し
い

働
き
方
改
革
の
具
体
的
な
取
組
は
。

平
成
31
年
４
月
に
業
務
改
善
計
画
を

策
定
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
学
校
と
教
員

が
担
う
べ
き
業
務
を
明
確
に
し
、
長
時

間
勤
務
を
改
善
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。

具
体
的
内
容
は
。

内
容
は
、

①
家
庭
と
の
連
絡
に
ア
プ
リ
を
活
用

②
時
差
勤
務
の
実
施
要
領
の
運
用

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
整
備

と
活
用

④
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
取
組

⑤
特
別
支
援
教
育
用
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
。

教
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
。

平
成
29
年
４
・
５
月
で
56
．４
時
間
に

対
し
令
和
５
年
４・５
月
で
52
．３
時
間
と

約
７
％
の
縮
減
が
で
き
た
。

新
事
業
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ

ん
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
参
加
者
の
反
応
は
。

導
入
ま
で
の
経
緯
や
今
後
か
り
ん

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
ど
う
な
る
か
、
具
体
的

内
容
が
分
か
ら
な
い
等
々
質
問
が
あ
っ

た
。
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
と
再
編

を
控
え
る
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
市
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
も
の
に
な
る

よ
う
努
め
る
。

教
員
の
勤
務
状
況
と

対
策
は

業
務
改
善
計
画
を
策
定

小泉 正幸

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

状
況
は

運
行
事
業
者
の
努
力
に

よ
り
支
障
な
く
運
行

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
予
測

人
が
集
ま
り
、
顔
が
見
え
る
「
な
が

ら
訓
練
」
の
状
況
と
支
援
は
。

今
年
度
よ
り
拡
充
し
た
地
域
防
災
力

向
上
支
援
事
業
や
防
災
に
関
す
る
出
前

講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
地
区
の
行
事
や

出
払
い
な
ど
、
地
域
の
人
が
集
ま
っ
た

機
会
を
防
災
に
役
立
て
て
い
く
「
な
が

ら
訓
練
」
の
視
点
を
含
め
て
、
自
主
防

災
活
動
を
支
援
す
る
。

災
害
対
応
備
蓄
品
の
状
況
は
。

各
自
主
防
災
組
織
へ
の
市
の
資
機

材
・
備
蓄
品
な
ど
補
助
事
業
の
実
績
報

告
の
上
位
は
、
非
常
食
、
保
存
水
、
浄

水
器
、
簡
易
ト
イ
レ
、
電
源
用
品
の
購

入
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
市
民
満
足
度
調
査
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

政
策
方
針
決
定
、
予
算
編
成
や
実
施

計
画
に
お
け
る
事
業
採
択
の
参
考
な
ど

と
し
て
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
第
六
次

諏
訪
市
総
合
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ※

と
し
て
も

採
用
し
、
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
を
測

る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し
て
も
活
用
し

て
い
る
。※

７
P
用
語
解
説
へ

具
体
的
な
事
業
へ
の
活
用
は
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通「
チ
ョ
イ

ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、
本
年
度
10
月

よ
り
テ
ス
ト
運
行
を
行
う
運
び
と
な

り
、
市
民
満
足
度
調
査
の
分
析
結
果
を

事
業
に
反
映
し
た
好
事
例
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
結
果
の
活
用
は

政
策
方
針
決
定
、事
業
採
択

の
参
考
な
ど
と
し
て
活
用

藤森 靖明

な
が
ら
訓
練
の
状
況
と

支
援
は

地
区
の
行
事
な
ど
に

合
わ
せ
た「
な
が
ら
訓
練
」

の
視
点
を
含
め
、

自
主
防
災
活
動
を
支
援

諏
訪
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

人
口
減
少
は
、
労
働
力
不
足
や
経
済

成
長
の
鈍
化
、
税
収
の
減
少
な
ど
深
刻

な
問
題
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
現
役
世

代
以
下
の
減
少
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護

の
各
保
険
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
諏
訪
市
の
人
口
は
、
国
勢
調
査

ベ
ー
ス
で
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

が
続
い
て
い
る
。
諏
訪
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
は
諏
訪
市
が
平
成
27
年
に

策
定
し
、
目
指
す
将
来
の
方

向
性
を
提
示
し
た
も
の
。
同

時
に
策
定
し
た
諏
訪
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
と
令
和
３
年
に
策
定

し
た
第
六
次
諏
訪
市
総
合
計

画
と
に
将
来
像
を
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
必
要
な

様
々
な
施
策
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

少
子
化
か
ら
ど
の
よ
う
に
抜
け
出
し

て
い
く
の
か
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
令
和
５
年
の
推
計
で
は
、
２
０
７
０

年
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
続
く
と
し

て
い
る
。
諏
訪
市
の
人
口
減
少
が
止
ま

る
こ
と
を
理
想
と
し
つ
つ
、
減
少
幅
を

少
し
で
も
緩
や
か
に
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
諏
訪
市
が
魅
力
の
あ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
各
種
施
策
を

実
施
す
る
。
諏
訪
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
値
に
現
状

達
し
て
い
な
い
が
、
諏
訪
市
の
人
口
全

体
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
諏
訪
市
独
自
推

計
値
を
現
状
上
回
っ
て
い
る
。
少
子
化

克
服
に
つ
い
て
は
、
第
六
次
諏
訪
市
総

合
計
画
に
も
重
点
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
で
諏
訪
市
の
目
標
人
口
の
実
現
を
目

指
す
と
う
た
っ
て
い
る
。
各
重
点
目
標

に
関
連
す
る
33
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
に
抜
け
出
し
て

い
く
の
か

第
六
次
総
合
計
画
の

重
点
目
標
達
成
で

大津　学

令和5年3月閉園した蓼科保養学園

教
員
の
働
き
方

問問答問答 問答 答
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蓼
科
保
養
学
園
閉
園
後
、
新
た
な
健

康
教
育
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

が
、
タ
テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
の
継
承
と
は
共

同
生
活
と
共
有
体
験
、
共
食
・
運
動
・

規
則
正
し
い
生
活
、
一
定
期
間
に
親
か

ら
離
れ
て

の
生
活
と

認
識
し
て

い
る
。
今

後
の
タ
テ

シ
ナ
イ
ズ

ム
の
継
承

と
方
向
性

に
つ
い
て

市
の
考
え

は
。

蓼
科
保
養
学
園
は
共
同
生
活
と
共
有

体
験
に
よ
り
、
児
童
の
健
康
と
人
間
力

が
育
ま
れ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
タ

テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
を
継
承
し
、
現
代
の
環

境
や
育
ち
に
適
応
し
た
新
し
い
健
康
教

育
を
目
指
す
。
医
療
、
教
育
、
福
祉
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

早
急
に
報
告
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。都

市
計
画
道
路
「
神
戸
田
辺
線
」
の

整
備
の
現
状
は
。
ま
た
上
川
の
旧
飯
島

橋
跡
地
に
歩
道
橋
設
置
の
要
望
が
あ
る

が
市
の
考
え
は
。

平
成
23
年
か
ら
事
業
実
施
に
向
け
て

進
め
て
い
た
が
、
地
元
地
権
者
の
合
意

形
成
に
至
ら
ず
、
早
期
の
事
業
実
施
は

難
し
い
。
ま
た
、
歩
行
者
用
橋
梁
の
み

の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
建
設

に
は
数
億
円
規
模
の
費
用
が
必
要
と
な

る
が
、
利
用
者
が
歩
行
者
や
自
転
車
に

限
定
さ
れ
、
事
業
実
施
の
判
断
基
準
と

な
る
費
用
便
益
比
が
低
く
、
建
設
は
難

し
い
と
考
え
る
。

タ
テ
シ
ナ
イ
ズ
ム
の

継
承
と
方
向
性
は

医
療
、教
育
、福
祉

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、取
り
組
む

伊藤 浩平

旧
飯
島
橋
跡
地
に
歩
道
橋

設
置
の
要
望
が
あ
る
が

費
用
便
益
比
が
低
く

難
し
い

働
き
方
改
革
の
具
体
的
な
取
組
は
。

平
成
31
年
４
月
に
業
務
改
善
計
画
を

策
定
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
学
校
と
教
員

が
担
う
べ
き
業
務
を
明
確
に
し
、
長
時

間
勤
務
を
改
善
す
る
取
組
を
進
め
て
い

る
。

具
体
的
内
容
は
。

内
容
は
、

①
家
庭
と
の
連
絡
に
ア
プ
リ
を
活
用

②
時
差
勤
務
の
実
施
要
領
の
運
用

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
整
備

と
活
用

④
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
取
組

⑤
特
別
支
援
教
育
用
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
。

教
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
。

平
成
29
年
４
・
５
月
で
56
．４
時
間
に

対
し
令
和
５
年
４・５
月
で
52
．３
時
間
と

約
７
％
の
縮
減
が
で
き
た
。

新
事
業
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ

ん
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
参
加
者
の
反
応
は
。

導
入
ま
で
の
経
緯
や
今
後
か
り
ん

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
ど
う
な
る
か
、
具
体
的

内
容
が
分
か
ら
な
い
等
々
質
問
が
あ
っ

た
。
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
と
再
編

を
控
え
る
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
市
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
も
の
に
な
る

よ
う
努
め
る
。

教
員
の
勤
務
状
況
と

対
策
は

業
務
改
善
計
画
を
策
定

小泉 正幸

か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

状
況
は

運
行
事
業
者
の
努
力
に

よ
り
支
障
な
く
運
行

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
予
測

人
が
集
ま
り
、
顔
が
見
え
る
「
な
が

ら
訓
練
」
の
状
況
と
支
援
は
。

今
年
度
よ
り
拡
充
し
た
地
域
防
災
力

向
上
支
援
事
業
や
防
災
に
関
す
る
出
前

講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
地
区
の
行
事
や

出
払
い
な
ど
、
地
域
の
人
が
集
ま
っ
た

機
会
を
防
災
に
役
立
て
て
い
く
「
な
が

ら
訓
練
」
の
視
点
を
含
め
て
、
自
主
防

災
活
動
を
支
援
す
る
。

災
害
対
応
備
蓄
品
の
状
況
は
。

各
自
主
防
災
組
織
へ
の
市
の
資
機

材
・
備
蓄
品
な
ど
補
助
事
業
の
実
績
報

告
の
上
位
は
、
非
常
食
、
保
存
水
、
浄

水
器
、
簡
易
ト
イ
レ
、
電
源
用
品
の
購

入
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
市
民
満
足
度
調
査
の
結

果
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

政
策
方
針
決
定
、
予
算
編
成
や
実
施

計
画
に
お
け
る
事
業
採
択
の
参
考
な
ど

と
し
て
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
第
六
次

諏
訪
市
総
合
計
画
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ※

と
し
て
も

採
用
し
、
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
を
測

る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し
て
も
活
用
し

て
い
る
。※
７
P
用
語
解
説
へ

具
体
的
な
事
業
へ
の
活
用
は
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通「
チ
ョ
イ

ソ
コ
か
り
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、
本
年
度
10
月

よ
り
テ
ス
ト
運
行
を
行
う
運
び
と
な

り
、
市
民
満
足
度
調
査
の
分
析
結
果
を

事
業
に
反
映
し
た
好
事
例
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
結
果
の
活
用
は

政
策
方
針
決
定
、事
業
採
択

の
参
考
な
ど
と
し
て
活
用

藤森 靖明

な
が
ら
訓
練
の
状
況
と

支
援
は

地
区
の
行
事
な
ど
に

合
わ
せ
た「
な
が
ら
訓
練
」

の
視
点
を
含
め
、

自
主
防
災
活
動
を
支
援

諏
訪
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

人
口
減
少
は
、
労
働
力
不
足
や
経
済

成
長
の
鈍
化
、
税
収
の
減
少
な
ど
深
刻

な
問
題
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
現
役
世

代
以
下
の
減
少
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護

の
各
保
険
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
諏
訪
市
の
人
口
は
、
国
勢
調
査

ベ
ー
ス
で
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

が
続
い
て
い
る
。
諏
訪
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
は
諏
訪
市
が
平
成
27
年
に

策
定
し
、
目
指
す
将
来
の
方

向
性
を
提
示
し
た
も
の
。
同

時
に
策
定
し
た
諏
訪
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
と
令
和
３
年
に
策
定

し
た
第
六
次
諏
訪
市
総
合
計

画
と
に
将
来
像
を
掲
げ
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
必
要
な

様
々
な
施
策
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

少
子
化
か
ら
ど
の
よ
う
に
抜
け
出
し

て
い
く
の
か
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
令
和
５
年
の
推
計
で
は
、
２
０
７
０

年
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
続
く
と
し

て
い
る
。
諏
訪
市
の
人
口
減
少
が
止
ま

る
こ
と
を
理
想
と
し
つ
つ
、
減
少
幅
を

少
し
で
も
緩
や
か
に
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
諏
訪
市
が
魅
力
の
あ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
各
種
施
策
を

実
施
す
る
。
諏
訪
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
値
に
現
状

達
し
て
い
な
い
が
、
諏
訪
市
の
人
口
全

体
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
諏
訪
市
独
自
推

計
値
を
現
状
上
回
っ
て
い
る
。
少
子
化

克
服
に
つ
い
て
は
、
第
六
次
諏
訪
市
総

合
計
画
に
も
重
点
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
で
諏
訪
市
の
目
標
人
口
の
実
現
を
目

指
す
と
う
た
っ
て
い
る
。
各
重
点
目
標

に
関
連
す
る
33
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
に
抜
け
出
し
て

い
く
の
か

第
六
次
総
合
計
画
の

重
点
目
標
達
成
で

大津　学

令和5年3月閉園した蓼科保養学園

教
員
の
働
き
方

問問答問答 問答 答

問答問答

問答

市
民
満
足
度
調
査

問答 旧
飯
島
橋

問答

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

問答

人
口
減
少
社
会

問答

問

問

答 答

タ
テ
シ
ナ
イ
ズ
ム

問答危
機
管
理

問答

諏訪市満足度調査
結果

問答

問答

問答

問答

9 8すわ市議会だより 2024.8.1

一般質問●



1980年（昭和55年）建築の園舎

すわ大昔情報センターで
土器の相談

保
育
園
で
の
食
育
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
力
の
源
で
あ

り
、
子
ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達
に
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。
保
育
園
は
家
庭

を
離
れ
て
初
め
て
社
会
生
活
を
送
る
場

で
あ
る
。
食
育
の
実
施
は
、
保
育
士
や

調
理
員
、
栄
養
士
や
看
護
師
な
ど
が
専

門
性
を
生
か
し
連
携
し
な
が
ら
「
諏
訪

市
食
育
基
本
計
画
」
や
園
の
「
諏
訪
市

保
育
所
食
育
計
画
」
に
基
づ
き
、
進
め

て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
園
の
庭

で
野
菜
や
果
物
を
栽
培
し
、
収
穫
体
験

を
し
た
食
材
を
味
わ
う
こ
と
で
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝
を
感
じ
て
も
ら
っ
た

り
、
毎
月
１
回
「
お
は
な
し
き
ゅ
う

し
ょ
く
」
と
い
う
絵
本
と
合
わ
せ
て
楽

し
く
食
べ
る
機
会
を
設
け
た
り
し
て
い

る
。

学
校
給
食
で
有
機
農
業
野
菜
の
供
給

は
で
き
な
い
か
。

生
産
さ
れ
る
地
域
に
近
い
学
校
に
限

定
し
、
基
準
の
折
り
合
い
が
つ
け
ば
、

無
農
薬
で
生
産
し
た
有
機
農
産
物
の
利

用
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
年
度

当
初
に
開
催
し
て
い
る
学
校
栄
養
士
と

生
産
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
で
、
有
機

農
業
で
生
産
さ
れ
た
地
域
食
材
の
学
校

給
食
へ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

保
育
園
に
お
け
る

食
育
に
つ
い
て
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で

質
の
高
い
生
活
を
送
る

基
礎
を
培
っ
て
い
る

牛山 実弦

有
機
野
菜
を
学
校
給
食
へ

活
用
で
き
な
い
か

基
準
の
折
り
合
い
が

つ
け
ば
可
能

対
話
集
会
実
施
結
果
は
。

計
７
回
の
集
会
に
１
０
８
名
参
加
。

半
数
が
園
児
の
保
護
者（
父
母
・
祖
父

母
）。
そ
の
他
、
区
役
員
等
地
域
の
関
係

者
、
民
生
・
児
童
委
員
、
議
員
。
託
児

利
用
は
20
名
。

保
護
者
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
に
関

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

開
催
場
所
を
保
育
園
に
し
た
り
、
お

迎
え
の
時
間
に
合
わ
せ
た
開
催
時
間
の

設
定
、
託
児
の
実
施
、
保
育
園
利
用
者
に

は
保
育
支
援
シ
ス

テ
ム
「
コ
ド
モ

ン
」
の
機
能
を
活

用
し
て
事
前
に
説

明
資
料
を
配
信
す

る
等
工
夫
を
し
て

開
催
し
た
。
令
和

２
年
度
に
比
べ
て

増
え
て
は
い
る

が
、
通
園
保
育
園
の
環
境
な
ど
に
よ
り
、

プ
ラ
ン
に
関
す
る
捉
え
方
・
考
え
方
に

違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
集
合
形
式

の
説
明
会
は
難
し
い
と
感
じ
る
が
、
直

接
対
話
す
る
機
会
は
大
切
に
し
た
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

早
く
に
市
の
方
針
を
整
理
し
、
保
育

所
専
門
委
員
会
に
諮
り
、
保
育
最
適
化
を

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
地
域
や
、
個

別
具
体
的
な
提
案
が
可
能
な
地
域
か
ら

実
質
的
な
協
議
の
場
を
設
け
て
い
く
。

有
機
性
廃
棄
物
の
分
解
処
理
技
術
を

用
い
た
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ポ
ス
ト※

実
証

実
験
」
の
検
証
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　※

７
P
用
語
解
説
へ

冬
期
間
の
分
解
機
能
の
検
証
。

結
果
・
分
析
は
。

低
い
分
解
率
に
と
ど
ま
っ
た
。
気
温

が
低
く
温
度
が
上
が
ら
ず
堆
肥
の
水
分

が
十
分
に
蒸
発
し
な
か
っ
た
た
め
分
解

が
進
ま
な
か
っ
た
。

今
後
の
方
向
性
は
。

機
体
改
良
及
び
運
用
ル
ー
ル
の
見
直
し

を
し
、令
和
９
年
３
月
末
ま
で
に
拠
点
回
収

を
ど
う
し
て
い
く
か
慎
重
に
検
討
す
る
。

対
話
集
会
実
施
結
果
は

７
回
の
集
会
に
１
０
８
名

岩波 万佐巳

今
年
度
か
ら
高
校
生
の
奨
学
金
は
、

５
千
円
か
ら
１
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た

が
、
高
校
生
の
奨
学
金
受
給
者
と
大
学

生
の
受
給
者
は
そ
れ
ぞ
れ
何
名
い
る
の

か
。

令
和
６
年
４
月
現
在
、
高
校
生
の
支

給
は
５
名
。
大
学
生
は
令
和
６
年
４
月
現

在
、
支
給
は
７
名
、
貸
与
は
４
名
。
大
学

生
は
支
給
及
び
貸
与
と
も
月
額
３
万
円
以

内
。

選
考
基
準
に
面
接
重
視
で
の
受
給
資

格
を
検
討
し
、
さ
ら
に
枠
を
増
や
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
考
え
は
。

年
度
に
よ
っ
て
申
請
者
が
異
な
る
た

め
枠
数
の
見
極
め
が
難
し
い
面
が
あ
る

が
需
要
の
動
向
も
把
握
し
て
事
業
推
進

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
奨
学
金

事
業
は
諏
訪
市
奨
学
基
金
を
財
源
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
基
金
の
状
況

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
刻
々
と
変
化
す

る
時
代
に
即
し
た
奨
学
金
事
業
と
な
る
よ

う
に
努
め
る
。

諏
訪
市
で
は
職
員
に
対
し
て
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

　
　
職
場
内
で
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
管
理
職
と
一
般
職
員
そ
れ
ぞ
れ
を
対

象
と
し
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
を
毎
年
開
催
し
、
さ
ら
に
複
合
的
な
研

修
を
行
う
こ
と
で
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

諏
訪
市
の
奨
学
生
の
選
考

方
法
や
基
準
に
つ
い
て

市
長
が
審
議
委
員
会
の
意

見
を
聞
い
て
決
定
し
て
い
る

藤森 綾子

諏
訪
市
役
所
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

未
然
防
止
を
図
っ
て
い
る

産
業
の
隆
盛
と
と
も
に
こ
の
地
に
残

る
文
化
的
価
値
の
高
い
も
の
に
知
見
を

広
げ
る
こ
と
は
、
諏
訪
の
誇
り
に
触
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド※

の
醸

成
に
対
す
る
市
の
関
わ
り
は
。

※

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」と
は
、自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
と
定
義

さ
れ
る
。す
な
わ
ち
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
を
育
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

諏
訪
市
教
育
大
綱
の
基
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文
化
財
保
護
・
活
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」
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、
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と
魅
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基
本
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、
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文
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遺
産
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保
護
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活
用
の
担
い
手
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目
指
し
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。
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子
ど
も
た
ち
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魅
力
、
郷
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を
教
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面
か

ら
ど
う
伝
え
る
の
か
。
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は
、
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材
と
し
た

「
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と
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習
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育
」
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９
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間
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化
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業
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学
ぶ
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リ

キ
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ラ
ム
を
設
定
し
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い
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た
「
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訪
の
魅
力
を
磨
く
の
は
人
」で
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り
、子
ど

も
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見
守
り
育
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地
域
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大
人
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ち
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関
わ
り
が
、子
ど
も
に
と
っ
て
の
諏
訪
の
魅

力
を
育
む
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要
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要
素
に
な
る
。市
民
の
皆
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と
と
も
に
子
ど
も
を
支
え
、諏
訪
の
特

色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

諏
訪
の
歴
史
と
文
化
、

そ
の
価
値
を
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る
機
会
は

三
つ
の
学
び
の
機
会
を

設
け
、知
る
を
サ
ポ
ー
ト

吉澤 美樹郎

子
ど
も
た
ち
は
、諏
訪
を

ど
う
見
る
か

も
っ
と
諏
訪
の
こ
と
を

知
り
た
い
。諏
訪
で
働
き
、

諏
訪
を
盛
り
上
げ
た
い

有機野菜 小松菜
給付型・貸与型の
奨学金がある

今
後
の
方
向
性
は

慎
重
に
検
討
す
る

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

保
育
所
プ
ラ
ン

問答

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ポ
ス
ト
実
証
実
験

問答

有
機
野
菜

問答

子
育
て
支
援

問答

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

問答

職
場
環
境

問答

食
育

問答

郷
土
愛

問答

問答問問 答答

問答問答

問答

問答

問答問答 問答

問答

問答

問答

11 10すわ市議会だより 2024.8.1

一般質問●



1980年（昭和55年）建築の園舎

すわ大昔情報センターで
土器の相談

保
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で
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は
ど
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よ
う
に

行
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か
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感
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検
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有
機
野
菜
を
学
校
給
食
へ

活
用
で
き
な
い
か

基
準
の
折
り
合
い
が

つ
け
ば
可
能

対
話
集
会
実
施
結
果
は
。

計
７
回
の
集
会
に
１
０
８
名
参
加
。

半
数
が
園
児
の
保
護
者（
父
母
・
祖
父

母
）。
そ
の
他
、
区
役
員
等
地
域
の
関
係

者
、
民
生
・
児
童
委
員
、
議
員
。
託
児

利
用
は
20
名
。

保
護
者
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
に
関

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

開
催
場
所
を
保
育
園
に
し
た
り
、
お

迎
え
の
時
間
に
合
わ
せ
た
開
催
時
間
の

設
定
、
託
児
の
実
施
、
保
育
園
利
用
者
に

は
保
育
支
援
シ
ス

テ
ム
「
コ
ド
モ

ン
」
の
機
能
を
活

用
し
て
事
前
に
説

明
資
料
を
配
信
す

る
等
工
夫
を
し
て

開
催
し
た
。
令
和

２
年
度
に
比
べ
て

増
え
て
は
い
る

が
、
通
園
保
育
園
の
環
境
な
ど
に
よ
り
、

プ
ラ
ン
に
関
す
る
捉
え
方
・
考
え
方
に

違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
集
合
形
式

の
説
明
会
は
難
し
い
と
感
じ
る
が
、
直

接
対
話
す
る
機
会
は
大
切
に
し
た
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

早
く
に
市
の
方
針
を
整
理
し
、
保
育

所
専
門
委
員
会
に
諮
り
、
保
育
最
適
化
を

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
地
域
や
、
個

別
具
体
的
な
提
案
が
可
能
な
地
域
か
ら

実
質
的
な
協
議
の
場
を
設
け
て
い
く
。

有
機
性
廃
棄
物
の
分
解
処
理
技
術
を

用
い
た
「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ポ
ス
ト※

実
証

実
験
」
の
検
証
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　※

７
P
用
語
解
説
へ

冬
期
間
の
分
解
機
能
の
検
証
。

結
果
・
分
析
は
。

低
い
分
解
率
に
と
ど
ま
っ
た
。
気
温

が
低
く
温
度
が
上
が
ら
ず
堆
肥
の
水
分

が
十
分
に
蒸
発
し
な
か
っ
た
た
め
分
解

が
進
ま
な
か
っ
た
。

今
後
の
方
向
性
は
。

機
体
改
良
及
び
運
用
ル
ー
ル
の
見
直
し

を
し
、令
和
９
年
３
月
末
ま
で
に
拠
点
回
収

を
ど
う
し
て
い
く
か
慎
重
に
検
討
す
る
。

対
話
集
会
実
施
結
果
は

７
回
の
集
会
に
１
０
８
名

岩波 万佐巳

今
年
度
か
ら
高
校
生
の
奨
学
金
は
、

５
千
円
か
ら
１
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た

が
、
高
校
生
の
奨
学
金
受
給
者
と
大
学

生
の
受
給
者
は
そ
れ
ぞ
れ
何
名
い
る
の

か
。

令
和
６
年
４
月
現
在
、
高
校
生
の
支

給
は
５
名
。
大
学
生
は
令
和
６
年
４
月
現

在
、
支
給
は
７
名
、
貸
与
は
４
名
。
大
学

生
は
支
給
及
び
貸
与
と
も
月
額
３
万
円
以

内
。

選
考
基
準
に
面
接
重
視
で
の
受
給
資

格
を
検
討
し
、
さ
ら
に
枠
を
増
や
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
考
え
は
。

年
度
に
よ
っ
て
申
請
者
が
異
な
る
た

め
枠
数
の
見
極
め
が
難
し
い
面
が
あ
る

が
需
要
の
動
向
も
把
握
し
て
事
業
推
進

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
奨
学
金

事
業
は
諏
訪
市
奨
学
基
金
を
財
源
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
基
金
の
状
況

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
刻
々
と
変
化
す

る
時
代
に
即
し
た
奨
学
金
事
業
と
な
る
よ

う
に
努
め
る
。

諏
訪
市
で
は
職
員
に
対
し
て
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

　
　
職
場
内
で
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
管
理
職
と
一
般
職
員
そ
れ
ぞ
れ
を
対

象
と
し
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
を
毎
年
開
催
し
、
さ
ら
に
複
合
的
な
研

修
を
行
う
こ
と
で
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

諏
訪
市
の
奨
学
生
の
選
考

方
法
や
基
準
に
つ
い
て

市
長
が
審
議
委
員
会
の
意

見
を
聞
い
て
決
定
し
て
い
る

藤森 綾子

諏
訪
市
役
所
の
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

未
然
防
止
を
図
っ
て
い
る

産
業
の
隆
盛
と
と
も
に
こ
の
地
に
残

る
文
化
的
価
値
の
高
い
も
の
に
知
見
を

広
げ
る
こ
と
は
、
諏
訪
の
誇
り
に
触
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
、シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド※

の
醸

成
に
対
す
る
市
の
関
わ
り
は
。

※

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」と
は
、自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
と
定
義

さ
れ
る
。す
な
わ
ち
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
識
を
育
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

諏
訪
市
教
育
大
綱
の
基
本
方
針
に

「
文
化
財
保
護
・
活
用
」
を
位
置
づ

け
、
文
化
遺
産
の
確
実
な
保
存
と
魅
力

が
伝
わ
る
よ
う
な
整
備
と
公
開
を
基
本

に
、
市
民
自
身
が
文
化
遺
産
の
保
護
と

活
用
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

諏
訪
の
魅
力
、
郷
土
の
宝
を
教
育
面
か

ら
ど
う
伝
え
る
の
か
。

諏
訪
市
で
は
、
地
域
を
教
材
と
し
た

「
ふ
る
さ
と
学
習
」や「
も
の
づ
く
り
教
育
」

を
通
じ
て
、小
中
学
校
の
９
年
間
で
地
元

の
自
然
、歴
史
、文
化
、産
業
を
学
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
「
諏

訪
の
魅
力
を
磨
く
の
は
人
」で
あ
り
、子
ど

も
を
見
守
り
育
て
る
地
域
の
大
人
た
ち
の

関
わ
り
が
、子
ど
も
に
と
っ
て
の
諏
訪
の
魅

力
を
育
む
重
要
な
要
素
に
な
る
。市
民
の
皆

様
と
と
も
に
子
ど
も
を
支
え
、諏
訪
の
特

色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

諏
訪
の
歴
史
と
文
化
、

そ
の
価
値
を
知
る
機
会
は

三
つ
の
学
び
の
機
会
を

設
け
、知
る
を
サ
ポ
ー
ト

吉澤 美樹郎

子
ど
も
た
ち
は
、諏
訪
を

ど
う
見
る
か

も
っ
と
諏
訪
の
こ
と
を

知
り
た
い
。諏
訪
で
働
き
、

諏
訪
を
盛
り
上
げ
た
い

有機野菜 小松菜
給付型・貸与型の
奨学金がある

今
後
の
方
向
性
は

慎
重
に
検
討
す
る

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。
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菜
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福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

断
ら
な
い
支
援
の
あ
る
ま
ち
を
‼

市
の
移
住
施
策
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
。「

田
舎
過
ぎ
ず
都
会
過
ぎ
な
い
」
諏

訪
市
の
特
徴
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
暮

ら
し
や
す
さ
を
充
実
さ
せ
て
地
域
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
。

長
野
国
際
文
化
学
院
卒
業
生
の
移
住

促
進
は
。

同
学
院
卒
業
生
を
含
め
、
移
住
者
と

し
て
の
外
国
籍
の
方
へ
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
在

留
資
格
が

あ
れ
ば
各

種
移
住
関

連
補
助
金

の
対
象
と

な
る
の

で
、
相
談

い
た
だ
け

れ
ば
対
応

し
た
い
。

災
害
時
の
D
X
ツ
ー
ル
と
し
て
「
プ

リ
ザ
ン
タ
ー
」
を
導
入
し
て
い
る
と
あ

る
が
、
現
時
点
で
で
き
る
プ
リ
ザ
ン

タ
ー
の
情
報
管
理
は
。

昨
年
度
よ
り
運
用
を
始
め
て
い
る
。

昨
年
の
６
月
２
日
の
大
雨
、
今
年
１
月

１
日
の
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
市
内

の
被
害
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
た
。
被

害
情
報
、
被
害
対
応
情
報
、
被
害
復
旧

情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民

に
対
し
て
迅
速
に
情
報
提
供
す
る
こ
と

や
災
害
対
策
本
部
等
の
効
率
的
な
被
害

復
旧
対
応
に
役
立
て
る
た
め
活
用
し
て

い
る
。湖

南
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
が
諏
訪

東
京
理
科
大
学
と
水
位
計
設
置
を
進
め

て
い
る
。
市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
組
み

込
め
る
か
。

湖
南
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
が
計
画

し
て
い
る
河
川
の
水
位
計
の
設
置
は
、
諏

訪
東
京
理
科
大
学
が
開
発
し
た
水
位
計
が

携
帯
電
話
網
の
電
波
を
使
用
し
て
、情
報

を
サ
ー
バ
ー
へ
送
信
す
る
も
の
。そ
の
情

報
を
提
供
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、市

の
防
災
気
象
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
。

選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
に
は

地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

牛山　正

防
災
D
X
の
取
組
は

実
施
し
て
い
る
が
さ
ら
に

充
実
を
図
る

諏
訪
市
か
ら
被
災
地
・
輪
島
市
に
支

援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
教
訓
は
。

石
川
県
輪
島
市
、
輪
島
高
等
学
校
の

避
難
所
の
運
営
支
援
を
行
っ
た
。
慣
れ

な
い
避
難
所
環
境
で
の
生
活
は
、
避
難

者
の
心
身
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
、
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
が
重
要
と

感
じ
た
。

　
一
方
、
避
難
所
へ
避
難
し
な
い
方
の

把
握
が
難
し
く
、
在
宅
避
難
や
車
中
避

難
を
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
物
資
や

食
料
が
行
き
渡
ら
な
い
な
ど
の
課
題
も

確
認
し
た
。

福
祉
避
難
所
は
人
手
不
足
で
受
入
れ

困
難
と
伝
え
ら
れ
た
。
諏
訪
市
の
福
祉

避
難
所
は
県
下
の
福
祉
避
難
所
数
と
比

べ
少
な
い
設
定
だ
が
大
丈
夫
か
。

５
か
所
を
福
祉
避
難
所
に
設
定
。
収

容
人
数
は
７
０
０
人
。
市
で
把
握
す
る

災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
約
１
５
０
０

名
の
う
ち
、
福
祉
避
難
所
で
介
助
が
必

要
と
想
定
さ
れ
る
方
は
約
４
０
０
名
に

な
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
上
で
は
５

施
設
で
収
容
で
き
る
と
想
定
。
一
方
、

民
間
と
の
協
定
が
進
ん
で
お
ら
ず
今
後

の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
へ
の
移
動
方
法
は
。

車
椅
子
等
が
利
用
で
き
る
福
祉
車
両

や
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
実
際
の
災
害
時
に
は
、
民

間
の
輸
送
事
業
者
等
へ
応
援
要
請
を
依

頼
す
る
。

避
難
所
と
し
て
の
冷
暖
房
対
策
、
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
の
検
討
は
。

冬
は
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
、
夏
場
は

大
型
扇
風
機
な
ど
で
対
応
。
状
況
に
応

じ
て
空
調
設
備
の
あ
る
教
室
を
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
。
今
後
整
備
す
る
予

定
の
南
部
地
区
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
に
お
い
て
は
学
校
全
体
の
空
調
設
備

の
仕
様
を
検
討
し
て
い
く
。

被
災
地
支
援
で
の
教
訓
は

心
身
の
ケ
ア
が
重
要

井上　登

18
歳
以
降
の
支
援
状
況
は
。

障
が
い
が
あ
る
方
は
社
会
福
祉
課

へ
つ
な
ぎ
支
援
。
そ
の
他
の
方
は
あ
ゆ

ス
テ
の
機
能
だ
け
で
は
困
難
。
情
報
の

キ
ャ
ッ
チ
自
体
も
難
し
い
。
支
援
に
つ

な
が
れ
な
い
人
の
た
め
に
包
括
的
な
支

援
体
制
は
重
要
。

ま
い
さ
ぽ
の
相
談
状
況

は
。

約
８
割
が
生
活
困
窮
に
関

す
る
相
談
。
複
雑
、複
合
化
し

た
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
そ

の
支
援
は
長
期
化
傾
向
。

今
の
ま
い
さ
ぽ
で
は
支
援

体
制
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

で
受
け
止
め
き
れ
な
い
複
合
化

し
た
課
題
、
制
度
の
狭
間
の
課
題
が
顕

在
化
。
伴
走
型
支
援
が
必
要
。
ま
い
さ

ぽ
が
果
た
す
役
割
や
相
談
支
援
機
能
の

拡
張
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
支
援
機
関
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
型
支
援
へ
の
転
換
が

必
要
で
は
。

自
ら
支
援
を
求
め
ら
れ
な
い
、
支

援
に
拒
否
的
な
方
は
相
談
に
来
る
の
を

待
っ
て
い
て
も
支
援
に
つ
な
が
ら
な

い
。
予
防
や
早
期
発
見
・
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
。

行
政
が
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す

る
こ
と
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
つ
つ

も
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
、
人
材

不
足
の
農
家
や
企
業
な
ど
双
方
に
と
っ

て
い
い
の
で
は
。

農
福（
農
業
と
福
祉
）連
携
は
従
事

者
不
足
課
題
解
消
に
な
る
。
関
係
者
に

働
き
か
け
た
い
。

断
ら
な
い
相
談
支
援
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は

市
民
の
困
り
ご
と
に
対
す
る

包
括
的
相
談
支
援
体
制
の

強
化
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の一つ

高木 智子

来
訪
し
た
お
客
様
に
は
「
お
い
し
い

信
州
そ
ば
を
食
べ
た
い
の
で
お
店
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
諏
訪

に
は
昔
か
ら
そ
ば
文
化
が
あ
り
、
そ
ば

専
門
店
が
数
多
く
営
業
し
、
繁
盛
し
て

い
る
。
全
国
的
に
も
評
価
の
高
い
製
粉

工
場
、
ま
た
製
麵
工
場
。
一
度
に
70
人

が
、
そ
ば
を
打
つ
場
所
が
あ
り
、
諏
訪

地
区
で
は
初
め
て
の
、
段
位
六
段
の
そ

ば
打
ち
も
誕
生
し
て
い
る
。
近
く
に
は

ウ
ナ
ギ
の
街
岡
谷
が
あ
る
よ
う
に
、
そ

ば
の
街
諏
訪
で
「
ま
ち
起
こ
し
」
を
官

民
一
体
で
や
る
こ
と
を
提
唱
す
る
が
、

い
か
が
か
。

諏
訪
市
で
は
長
野
県
が
開
発
し
た

「
信
州
ひ
す
い
そ
ば
」
の
「
種
」
の
産

地
と
し
て
後
山
地
区
が
あ
り
、
最
近
で

は
上
野
大
根
を
使
っ
た
「
お
し
な
そ

ば
」
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
ば
を
通

し
て
地
域
へ
の
愛
着･

誇
り
の
向
上
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
。

具
体
的
な
活
動
は
。

地
区
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
て
、
住

民
の
福
祉
理
解
の
た
め
の
講
演
会
や
研

修
会
の
実
施
、
地
区
社
協
の
広
報
誌
発

行
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
多
世
代
交
流
の
促
進
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
お

け
る
福
祉
的
課
題
の
把
握
・
関
係
組
織

と
の
情
報
共
有
等
を
行
っ
て
い
る
。

そ
ば
の
街
諏
訪
を
目
指
し
て

そ
ば
を
通
し
て
官
民一体
で

食
文
化
の
発
展
を
後
押
し

し
て
い
く

近藤 一美

行
政
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

地
区
内
で
の
福
祉
活
動
の

推
進

日本語学校「長野国際文化学院」

今話題の諏訪市オリジナルの
「おしなそば」
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福
祉
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

断
ら
な
い
支
援
の
あ
る
ま
ち
を
‼

市
の
移
住
施
策
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
。「

田
舎
過
ぎ
ず
都
会
過
ぎ
な
い
」
諏

訪
市
の
特
徴
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
暮

ら
し
や
す
さ
を
充
実
さ
せ
て
地
域
の
魅
力

を
高
め
て
い
く
。

長
野
国
際
文
化
学
院
卒
業
生
の
移
住

促
進
は
。

同
学
院
卒
業
生
を
含
め
、
移
住
者
と

し
て
の
外
国
籍
の
方
へ
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
在

留
資
格
が

あ
れ
ば
各

種
移
住
関

連
補
助
金

の
対
象
と

な
る
の

で
、
相
談

い
た
だ
け

れ
ば
対
応

し
た
い
。

災
害
時
の
D
X
ツ
ー
ル
と
し
て
「
プ

リ
ザ
ン
タ
ー
」
を
導
入
し
て
い
る
と
あ

る
が
、
現
時
点
で
で
き
る
プ
リ
ザ
ン

タ
ー
の
情
報
管
理
は
。

昨
年
度
よ
り
運
用
を
始
め
て
い
る
。

昨
年
の
６
月
２
日
の
大
雨
、
今
年
１
月

１
日
の
能
登
半
島
地
震
に
関
す
る
市
内

の
被
害
情
報
等
の
管
理
を
行
っ
た
。
被

害
情
報
、
被
害
対
応
情
報
、
被
害
復
旧

情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民

に
対
し
て
迅
速
に
情
報
提
供
す
る
こ
と

や
災
害
対
策
本
部
等
の
効
率
的
な
被
害

復
旧
対
応
に
役
立
て
る
た
め
活
用
し
て

い
る
。湖

南
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
が
諏
訪

東
京
理
科
大
学
と
水
位
計
設
置
を
進
め

て
い
る
。
市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
組
み

込
め
る
か
。

湖
南
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
が
計
画

し
て
い
る
河
川
の
水
位
計
の
設
置
は
、
諏

訪
東
京
理
科
大
学
が
開
発
し
た
水
位
計
が

携
帯
電
話
網
の
電
波
を
使
用
し
て
、情
報

を
サ
ー
バ
ー
へ
送
信
す
る
も
の
。そ
の
情

報
を
提
供
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、市

の
防
災
気
象
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
。

選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
に
は

地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

牛山　正

防
災
D
X
の
取
組
は

実
施
し
て
い
る
が
さ
ら
に

充
実
を
図
る

諏
訪
市
か
ら
被
災
地
・
輪
島
市
に
支

援
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
教
訓
は
。

石
川
県
輪
島
市
、
輪
島
高
等
学
校
の

避
難
所
の
運
営
支
援
を
行
っ
た
。
慣
れ

な
い
避
難
所
環
境
で
の
生
活
は
、
避
難

者
の
心
身
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
、
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
が
重
要
と

感
じ
た
。

　
一
方
、
避
難
所
へ
避
難
し
な
い
方
の

把
握
が
難
し
く
、
在
宅
避
難
や
車
中
避

難
を
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
物
資
や

食
料
が
行
き
渡
ら
な
い
な
ど
の
課
題
も

確
認
し
た
。

福
祉
避
難
所
は
人
手
不
足
で
受
入
れ

困
難
と
伝
え
ら
れ
た
。
諏
訪
市
の
福
祉

避
難
所
は
県
下
の
福
祉
避
難
所
数
と
比

べ
少
な
い
設
定
だ
が
大
丈
夫
か
。

５
か
所
を
福
祉
避
難
所
に
設
定
。
収

容
人
数
は
７
０
０
人
。
市
で
把
握
す
る

災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
約
１
５
０
０

名
の
う
ち
、
福
祉
避
難
所
で
介
助
が
必

要
と
想
定
さ
れ
る
方
は
約
４
０
０
名
に

な
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
上
で
は
５

施
設
で
収
容
で
き
る
と
想
定
。
一
方
、

民
間
と
の
協
定
が
進
ん
で
お
ら
ず
今
後

の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
へ
の
移
動
方
法
は
。

車
椅
子
等
が
利
用
で
き
る
福
祉
車
両

や
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
実
際
の
災
害
時
に
は
、
民

間
の
輸
送
事
業
者
等
へ
応
援
要
請
を
依

頼
す
る
。

避
難
所
と
し
て
の
冷
暖
房
対
策
、
体

育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
の
検
討
は
。

冬
は
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
、
夏
場
は

大
型
扇
風
機
な
ど
で
対
応
。
状
況
に
応

じ
て
空
調
設
備
の
あ
る
教
室
を
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
。
今
後
整
備
す
る
予

定
の
南
部
地
区
施
設
一
体
型
小
中
一
貫

校
に
お
い
て
は
学
校
全
体
の
空
調
設
備

の
仕
様
を
検
討
し
て
い
く
。

被
災
地
支
援
で
の
教
訓
は

心
身
の
ケ
ア
が
重
要

井上　登

18
歳
以
降
の
支
援
状
況
は
。

障
が
い
が
あ
る
方
は
社
会
福
祉
課

へ
つ
な
ぎ
支
援
。
そ
の
他
の
方
は
あ
ゆ

ス
テ
の
機
能
だ
け
で
は
困
難
。
情
報
の

キ
ャ
ッ
チ
自
体
も
難
し
い
。
支
援
に
つ

な
が
れ
な
い
人
の
た
め
に
包
括
的
な
支

援
体
制
は
重
要
。

ま
い
さ
ぽ
の
相
談
状
況

は
。

約
８
割
が
生
活
困
窮
に
関

す
る
相
談
。
複
雑
、複
合
化
し

た
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
、
そ

の
支
援
は
長
期
化
傾
向
。

今
の
ま
い
さ
ぽ
で
は
支
援

体
制
に
限
界
が
あ
る
の
で
は
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

で
受
け
止
め
き
れ
な
い
複
合
化

し
た
課
題
、
制
度
の
狭
間
の
課
題
が
顕

在
化
。
伴
走
型
支
援
が
必
要
。
ま
い
さ

ぽ
が
果
た
す
役
割
や
相
談
支
援
機
能
の

拡
張
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
支
援
機
関
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
型
支
援
へ
の
転
換
が

必
要
で
は
。

自
ら
支
援
を
求
め
ら
れ
な
い
、
支

援
に
拒
否
的
な
方
は
相
談
に
来
る
の
を

待
っ
て
い
て
も
支
援
に
つ
な
が
ら
な

い
。
予
防
や
早
期
発
見
・
支
援
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
大
切
。

行
政
が
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す

る
こ
と
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
つ
つ

も
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
、
人
材

不
足
の
農
家
や
企
業
な
ど
双
方
に
と
っ

て
い
い
の
で
は
。

農
福（
農
業
と
福
祉
）連
携
は
従
事

者
不
足
課
題
解
消
に
な
る
。
関
係
者
に

働
き
か
け
た
い
。

断
ら
な
い
相
談
支
援
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は

市
民
の
困
り
ご
と
に
対
す
る

包
括
的
相
談
支
援
体
制
の

強
化
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の一つ

高木 智子

来
訪
し
た
お
客
様
に
は
「
お
い
し
い

信
州
そ
ば
を
食
べ
た
い
の
で
お
店
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
。
諏
訪

に
は
昔
か
ら
そ
ば
文
化
が
あ
り
、
そ
ば

専
門
店
が
数
多
く
営
業
し
、
繁
盛
し
て

い
る
。
全
国
的
に
も
評
価
の
高
い
製
粉

工
場
、
ま
た
製
麵
工
場
。
一
度
に
70
人

が
、
そ
ば
を
打
つ
場
所
が
あ
り
、
諏
訪

地
区
で
は
初
め
て
の
、
段
位
六
段
の
そ

ば
打
ち
も
誕
生
し
て
い
る
。
近
く
に
は

ウ
ナ
ギ
の
街
岡
谷
が
あ
る
よ
う
に
、
そ

ば
の
街
諏
訪
で
「
ま
ち
起
こ
し
」
を
官

民
一
体
で
や
る
こ
と
を
提
唱
す
る
が
、

い
か
が
か
。

諏
訪
市
で
は
長
野
県
が
開
発
し
た

「
信
州
ひ
す
い
そ
ば
」
の
「
種
」
の
産

地
と
し
て
後
山
地
区
が
あ
り
、
最
近
で

は
上
野
大
根
を
使
っ
た
「
お
し
な
そ

ば
」
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
ば
を
通

し
て
地
域
へ
の
愛
着･

誇
り
の
向
上
へ
と

つ
な
が
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
く
。

具
体
的
な
活
動
は
。

地
区
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
て
、
住

民
の
福
祉
理
解
の
た
め
の
講
演
会
や
研

修
会
の
実
施
、
地
区
社
協
の
広
報
誌
発

行
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
多
世
代
交
流
の
促
進
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
お

け
る
福
祉
的
課
題
の
把
握
・
関
係
組
織

と
の
情
報
共
有
等
を
行
っ
て
い
る
。

そ
ば
の
街
諏
訪
を
目
指
し
て

そ
ば
を
通
し
て
官
民一体
で

食
文
化
の
発
展
を
後
押
し

し
て
い
く

近藤 一美

行
政
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

地
区
内
で
の
福
祉
活
動
の

推
進

日本語学校「長野国際文化学院」

今話題の諏訪市オリジナルの
「おしなそば」

掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質問者の文責によるものです。※各議員のQRコードから一般質問の動画にリンクできます。一般質問 ♦市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。

問答

問答

問答問答問答問答

移
住
施
策

問答
問答

防
災・減
災

問答
問答問答

問答問答 問答

問答

問答地
域
共
生
社
会
の
構
築

問答問答問答問答

防
災

問答

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割

諏
訪
の
名
物
料
理
の
創
造
を
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代表・質問の表題が大きく＆カラー分けになってわかりやすくなりました。パッと見で何について書かれているのかがわかるので、全体を見るのに大変役立っていると思いました。また文章を読むのが苦手な人も最低限の情報を得ることができるのでいいですね。

議会TOPICS②

　諏訪市議会では、令和元年に議会改革推進特別委員会を設置し、市民に開かれた議会を目指し
て、様々な改革を進めています。
　現在は「情報共有」「住民参加」「機能強化」の3つのカテゴリーに分け、優先順位をつけて取り組
んでいます。今年度中に実現可能な取組としては、「情報共有」では行政視察報告書の公開、政務活
動費の公開、議長交際費の公開、「住民参加」では議場の活用、「機能強化」では議会BCP（災害等
の非常事態における事業継続計画）の策定、報酬審議会諮問準備などがあります。
　その中で「議場の活用」としては、本会議場の会議以外の利用は初の試みですが、定例会が開か
れる日に少し早めに本会議場を開場し、体操やコンサート等を
行ってから開会することで、傍聴しやすい環境を整える取組を
計画しています。
　きたる9月定例会では、「すわっこいきいき体操」を行い、
市民の健康づくりを進めるとともに、体操に来られた方に
生で市議会を見ていただきたいと思います。
　詳細が決まりましたらホームページ等でご案内いたします。

諏訪市議会では、市民の皆様のお声を今後の議会活動の
参考とさせていただくため、意見交換会を開催いたします。

議員の成り手不足が問題となる中、本年度は、議員報酬等について
皆様のご意見をうかがう機会にしたいと思います。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

美術部の活動は、火・木・金の週3回。部員は1年生
5人・2年生3人・3年生5人の計13人。
３年生の皆さんが取材に対応して、作品を紹介してく
れました。「部活に来ると安心してほっとする」「絵を見た
ら誰が描いたかすぐわかる」と、とても仲良しで和やかな
雰囲気の美術部の皆さんでした。今回の表紙の選考は
「どの作品が表紙に適しているか」という観点で選んで
くださったとのことで、信頼関係がうかがえます。絵を描
くことが大好きな皆さんは美術やデザイン系の大学を
希望し、中には美術の先生の免許を取得したいと話して
くれた生徒さんもいました。きらきら輝く若き芸術家の
皆さん、ありがとうございました。

【表紙作品への思い】
犬の可愛さや、大好きな
ピザが欲しいという真剣な

表情を自分なりに表現しました。
色にこだわって犬は黒いのですが、
黒や灰色だけで表すのではなく、
たくさんの色を使いました。
この作品を見てくれた人に
犬の可愛さや、温かい雰囲気
などを感じとり、そしてそれが
その人の１つの小さな
幸せになってくれたらと

思います。

先日のモニター会議で
いただいたご意見を
取り入れて、
できることから

すぐ始めてみました。
気づいていただき
ありがとうございます。

令和6年10月12日（土）　

議会事務局☎53-0261

●詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください
　（8月1日以降掲載）

総合福祉センター 交流ひろば

【昼の部】13時～15時 【夜の部】18時～20時
日 時

会 場

どなたでもご参加いただけます対 象

問い合わせ

今回より紙面を大幅に
変更しました。第97号より

諏訪市内の高校に通う生徒さんの
作品を表紙にします。
ご期待ください！

ご意見・ご提案への回答
議 員

宮澤  心さん

「視線」

上條 ののさん

「きれいな人」
笠原 芽衣さん

「貪」
城和 彩香さん

「祈り」

部長小川 穂乃佳さん

「前途洋々」

モニタ
ー通信

モニタ
ー通信

議会だ
より

議会だより
96号の

アンケート
結果

定例会日程に予定
時刻

（10：00～予定）
が入ったのは

良いですね。モニタ
ー会議での

意見を早速取り入
れていただき

ありがとうございま
す。

モニター

ありがとうございま

モニター

ありがとうございま

モニター

ありがとうございま
す

ありがとうございま
す。す。す

ありがとうございま
す。す。す

モニター

★表紙第一弾は、諏訪二葉高等学校美術部の皆さんです！

開催します！

どなたでも
ご参加いただけ

ます

議員と語っチャオ!!
を

議会改革を進めています!!
じょうわ あやかかさはら　 めいかみじょう のの

おがわ　　ほのか みやざわ ここ
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代表・質問の表題が大きく＆カラー分けになってわかりやすくなりました。パッと見で何について書かれているのかがわかるので、全体を見るのに大変役立っていると思いました。また文章を読むのが苦手な人も最低限の情報を得ることができるのでいいですね。

議会TOPICS②

　諏訪市議会では、令和元年に議会改革推進特別委員会を設置し、市民に開かれた議会を目指し
て、様々な改革を進めています。
　現在は「情報共有」「住民参加」「機能強化」の3つのカテゴリーに分け、優先順位をつけて取り組
んでいます。今年度中に実現可能な取組としては、「情報共有」では行政視察報告書の公開、政務活
動費の公開、議長交際費の公開、「住民参加」では議場の活用、「機能強化」では議会BCP（災害等
の非常事態における事業継続計画）の策定、報酬審議会諮問準備などがあります。
　その中で「議場の活用」としては、本会議場の会議以外の利用は初の試みですが、定例会が開か
れる日に少し早めに本会議場を開場し、体操やコンサート等を
行ってから開会することで、傍聴しやすい環境を整える取組を
計画しています。
　きたる9月定例会では、「すわっこいきいき体操」を行い、
市民の健康づくりを進めるとともに、体操に来られた方に
生で市議会を見ていただきたいと思います。
　詳細が決まりましたらホームページ等でご案内いたします。

諏訪市議会では、市民の皆様のお声を今後の議会活動の
参考とさせていただくため、意見交換会を開催いたします。

議員の成り手不足が問題となる中、本年度は、議員報酬等について
皆様のご意見をうかがう機会にしたいと思います。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

美術部の活動は、火・木・金の週3回。部員は1年生
5人・2年生3人・3年生5人の計13人。
３年生の皆さんが取材に対応して、作品を紹介してく
れました。「部活に来ると安心してほっとする」「絵を見た
ら誰が描いたかすぐわかる」と、とても仲良しで和やかな
雰囲気の美術部の皆さんでした。今回の表紙の選考は
「どの作品が表紙に適しているか」という観点で選んで
くださったとのことで、信頼関係がうかがえます。絵を描
くことが大好きな皆さんは美術やデザイン系の大学を
希望し、中には美術の先生の免許を取得したいと話して
くれた生徒さんもいました。きらきら輝く若き芸術家の
皆さん、ありがとうございました。

【表紙作品への思い】
犬の可愛さや、大好きな
ピザが欲しいという真剣な

表情を自分なりに表現しました。
色にこだわって犬は黒いのですが、
黒や灰色だけで表すのではなく、
たくさんの色を使いました。
この作品を見てくれた人に
犬の可愛さや、温かい雰囲気
などを感じとり、そしてそれが
その人の１つの小さな
幸せになってくれたらと

思います。

先日のモニター会議で
いただいたご意見を
取り入れて、
できることから

すぐ始めてみました。
気づいていただき
ありがとうございます。

令和6年10月12日（土）　

議会事務局☎53-0261

●詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください
　（8月1日以降掲載）

総合福祉センター 交流ひろば

【昼の部】13時～15時 【夜の部】18時～20時
日 時

会 場

どなたでもご参加いただけます対 象

問い合わせ

今回より紙面を大幅に
変更しました。第97号より

諏訪市内の高校に通う生徒さんの
作品を表紙にします。
ご期待ください！

ご意見・ご提案への回答
議 員

宮澤  心さん

「視線」

上條 ののさん

「きれいな人」
笠原 芽衣さん

「貪」
城和 彩香さん

「祈り」

部長小川 穂乃佳さん

「前途洋々」

モニタ
ー通信

モニタ
ー通信

議会だ
より

議会だより
96号の

アンケート
結果

定例会日程に予定
時刻

（10：00～予定）
が入ったのは

良いですね。モニタ
ー会議での

意見を早速取り入
れていただき

ありがとうございま
す。

モニター

ありがとうございま

モニター

ありがとうございま

モニター

ありがとうございま
す

ありがとうございま
す。す。す

ありがとうございま
す。す。す

モニター

★表紙第一弾は、諏訪二葉高等学校美術部の皆さんです！

開催します！

どなたでも
ご参加いただけ

ます

議員と語っチャオ!!
を

議会改革を進めています!!
じょうわ あやかかさはら　 めいかみじょう のの

おがわ　　ほのか みやざわ ここ
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　諏訪市議会では、市民の代表として、市民にとっ
て魅力ある議会をつく

る必要があると考え、市議会の現状と課題につい
て市民と双方向のコミュ

ニケーションを深め、主体的・持続的な議会改革を
進めるとともに、行政監

視・政策提起能力の強化、政務活動費の適正な執
行に努めています。併せ

て、社会のデジタル化に対応した議会運営の高度
化・効率化を目指し、議会

に対する市民の理解と信頼の向上に取り組んでお
ります。そのためには、諏

訪市議会が市政に対して、議論を深め、将来に対
して責任をもって議決す

る等、地方議会の活性化に向けて進めてまいります
。

▲「視線」 諏訪二葉高等学校美術部の生徒さんの作品です（15Pで紹介）

●お問い合わせ：諏訪市議会事務局 〒392-8511 長野県諏訪市高島1-22-30
TEL.FAX.0266-53-0261（直通） mail:suwashigikai@city.suwa.lg.jp

●発行：諏訪市議会 ●編集：議会だより編集委員会 ●ホームページ：www/city.suwa.lg.jp

諏訪市公式LINEにて議会だよりを配信しています。
右記ＱＲコードを読み込むか、
LINEアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

　　定例会は、　　　　　　　招集
予定です。詳しい日程は、招集日の
およそ2日前に決定し、ホームページ
でお知らせする予定です。

8月27日（火)
9月  2日（月）
　    3日（火）
　    4日（水）
     18日（水）

月 日 会 議
提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

※中継日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴しましょう！

友だち登録は
こちらから！議会TOPICS①

定例会 審議結果・議員議案
議案審査

2
3
4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

代表質問
一般質問
議会TOPICS②

6
8
14

表紙についてのご紹介
議長室よりこんにちは！
議会に参加しませんか？

15
16
16

目次

編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
令
和
６
年
２
月
の
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
を
受
け
て
、

第
95
号
よ
り
代
表
・
一
般
質
問
の

表
示
形
式
を
変
更
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
か
ら
は
表
紙
を
諏
訪
市

内
の
高
校
に
通
う
生
徒
の
作
品
に

変
更
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

方
々
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
年
任
期
の
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
の
皆
様
に
多
く
の
ご
意
見
を

頂
戴
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
ご
愛
読
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
継
続
し
て
、ま
た
新
た
に
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
は
、こ
れ
か
ら
１

年
間
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
声
に
寄
り
添
っ

て
、
優
し
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛

け
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　

　（
森
山
博
美
）

諏訪市公式LINEで議会だよりを配信します！

　諏訪市議会では皆さんの傍聴をお待
ちしています。本会議は当日の受付で傍
聴できます。ご希望の方は、諏訪市役所
議会棟２階の議会事務局窓口までお越し
ください。また、その際にアンケートをお
配りしていますので、ご協力をお願いし
ます。託児サービスは傍聴希望日の５日
前までにお申し込みください。

議会をテレビ・パソコンで
みましょう！
　本会議の様子は、LCVの「かりんちゃ
んねる」（１１2ch）で生中継していていま
す。また代表・一般質問の映像は定例会
終了後にYouTubeにアップしています。
各議員のQRコードを読み込むと、動画一
覧ページに移動しますので、ぜひご覧く
ださい。また、本会議の会議録は、図書
館、市役所ロビー、ホームページ、議会事
務局で閲覧することができます。

請願・陳情を出しましょう！
　議会に対して陳情書等を提出すること
ができます。ご意見や要望がある方は、
議会に文書でご提出ください。
●締切りは　　　　　　　 までです。
　提出方法など、詳しくはお問い合わせ
　ください。
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